





















































































































































調印日 連携先 調印日 連携先 
２０１６．２．１５ 糸魚川信用組合 ２０１６．２．１５ 塩沢信用組合 
２０１６．４．１１ 北央信用組合 ２０１６．４．１５ いわき信用組合 
２０１６．４．１５ 秋田県信用組合 ２０１６．４．１８ 君津信用組合 
２０１６．６．３ 飛騨信用組合 ２０１６．７．１５ 笠岡信用組合 
２０１６．８．１０ はばたき信用組合 ２０１６．８．２３ あかぎ信用組合 
２０１６．９．５ 都留信用組合 ２０１６．９．３０ 全東栄信用組合 
２０１６．１０．７ 糸魚川市 ２０１６．１１．９ 那須信用組合 
２０１６．１１．１６ 益田信用組合 ２０１６．１１．２２ 埼玉信用組合 
２０１６．１２．２１ 真岡信用組合 ２０１７．４．１９ 富山県信用組合 
２０１７．５．１７ 愛知県信用組合 ２０１７．７．１１ 宮崎県南部信用組合 
２０１７．９．１２ あすか信用組合 ２０１７．９．２６ 新潟大栄信用組合 
２０１７．１０．２７ 宿毛商銀信用組合 ２０１７．１０．２７ 宿毛市 
２０１７．１２．１４ 藍澤證券 ２０１７．１２．１９ 三條信用組合 
２０１８．１．３０ 松阪市 ２０１８．２．１４ 東信用組合 
２０１８．２．１６ 東川町 ２０１８．２．２０ 串間市 
２０１８．２．２１ 宮崎太陽銀行 ２０１８．２．２７ ぐんまみらい信用組合 
２０１８．３．１４ 相双五条信用組合 ２０１８．３．２２ 城南信用金庫 
２０１８．５．２ 中ノ郷信用組合 ２０１８．５．２８ 福邦銀行 
２０１８．９．２５ 房総信用組合 ２０１８．９．２５ 奄美信用組合 
２０１８．１１．１ 小鹿野町 ２０１８．１１．８ みちのく銀行 
２０１８．１２．１２ 那須塩原市 ２０１８．１２．１３ 島根銀行 
２０１９．１．２３ 四万十市 ２０１９．６．４ 島田掛川信用金庫 























































































































































































































































































































投資実行時期 投資先 業種（生産物） 担当信用組合 
投資金額 
（百万円） 


























































































































































ｆｏｒ Ｂａｎｋｉｎｇ ｏｎ Ｖａｌｕｅ
ｓ）である。ＧＡＢＶの理念「利益よりも価値
を大切にする金融」にある価値とは、ＧＡＢＶ
に参加する金融機関によって優先度は異なる。
環境問題を最優先の課題とする金融機関もあれ
ば、貧困撲滅、教育等の問題解決を最優先に掲
げる金融機関もある。日本の金融機関において
も、それぞれにとって最重要である課題を再認
識しその実現に向けた第一歩を踏み出すことを
目的としている。２０１８年１２月にキックオ
フイベントを開催して、以降定期的に定例会を
開催している。メンバーは金融機関役職員中心
で（一部は金融機関と関係のある金融サポータ
ーメンバー）、毎回の定例会には平均６０名程
度が参加している。定例会では、毎回金融機関
が重点課題として取り組むべきテーマを選定し
て、その分野の有識者をお呼びして基調講演・
パネルディスカッションを行い、全員がグルー
プに分かれ有識者も各グループに加わり、グル
ープディスカッションを行っている。 
ＪＰＢＶに加入している金融機関は当組合の
連携先も多いが、連携していない金融機関もあ
る。また、信用組合以外の金融機関には、大手
金融機関、地方銀行、信用金庫もある。ＪＰＢ
Ｖには、やる気のある金融機関が集まり何らか
の協業を目指す姿がある。前述の「事業承継連
携協議会」と同様、やる気のある金融機関の協
業の形になると思う。早々、具体的な成果に結
実すると期待している。 
「ちいきん会」とは、全国の公務員が集う
「よんなな会」を参考に、公務員と金融機関職
員を対象とするイベント、２０１９年３月に初
回開催をし、それ以降も２回開催し１年間で３
回開催した。熱い公務員と熱い金融機関職員を
結び付け自由闊達な意見交換を行えば、その交
流の中から地方創生における何か新しい動きを
生み出すことができるのではないかと意図した
ものである。当組合は事務局として参加し、連
携先金融機関に声を掛け金融機関側の参加者を
募った。こうした交流から実際の地域創生の連
携事例が生まれることを期待している。 
 
５．今後に向けて 
 
この４年間で地域を越える「志の連携」先は
着実に増加したし、様々な取り組みも行った。
しかしながら、まだまだ取り組まなければなら
ないことは多く、更に取り組みを進捗させるこ
とで、この連携先ネットワークの価値を向上さ
せることができると思っている。連携先の価値
ネットワークを向上させることは、当組合自体
の価値向上に繋がるし、当組合の顧客にも果実
を提供することにもなる。また、連携先金融機
関やその顧客も同様にプラスの影響を受けられ
るはずだ。 
地域毎に特性があり、地方創生に決まった解
はないと思う。ただ、当組合の様々な取り組み
が地方創生の一つのモデルケースとして、地方
金融機関の参考になるように、具体的な事例を
積み上げられるよう引き続き全力で取り組んで
いきたい。 
 
以上 
